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おいても， 5 インチのガラス基板上に 800個のホログラム素子を直接形成することを可能にしている。
(4) ピックアップ用光源としてのレーザダイオードには，ディスクから戻り光のある状態においても安定した発振特性
が必要となるため，レーザダイオードの発振特性を解析し出力光の可干渉性と雑音の関係を明らかにしている。ま
た信号検出素子としてのフォトダイオードについては，プリアンプを同ーのシリコン基板上に形成し，高い SN 比
と広い周波数特性を同時に実現しているo
(5) これらの成果に基づいて，コンパクトデ、イスク用及びビ、テeオテeィスク用のピックアップを試作評価し，所期の良好
な結果を得て，ホログラム素子を用いた光ピックアップを初めて実用化している。
以上のように本研究は，光デ、ィスク関連技術の発展に寄与するのみならず，光学，半導体工学，精密加工学に貢献する
ところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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